
岩手県における地域クラブ活動の在り方に関する協議会（第１回） 

 

日時 令和６年７月23日（火）10:00-12:00 

会場 岩手県公会堂 26号室 

 

次 第 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 協議会開催要綱説明 

 

４ 座長選出 

 

５ 議 事 

⑴ 説 明 

「岩手県における学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する方針」について 

【資料１】 

⑵ 情報共有 

  ア 本県における地域スポーツ活動の現状について【資料２】 

イ 本県における地域文化芸術活動の現状について【資料３】 

ウ 本県における中学校の現状について【資料４】 

エ 本県における今後の取組について【資料５】 

 ⑶ 意見交換 

 

６ その他 

今後のスケジュールについて 

 

７ 閉 会 

 

 

 

 

≪別添資料≫ 
【参考１】学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン 
     （スポーツ庁・文化庁、令和４年 12月） 
【参考２】岩手県における学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する方針 
     （岩手県・岩手県教育委員会、令和６年１月） 
【参考３】公立中学校の学校部活動における地域クラブ活動への移行に向けた手引き 
     （岩手県・岩手県教育委員会、令和６年3月） 
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岩手県における地域クラブ活動の在り方に関する協議会開催要綱 

 

（目的） 

第１ 本県の公立中学校における学校部活動の地域クラブ活動への移行といった新たなス

ポーツ・文化芸術環境の整備に向けて、国や県の動きについて、関係者間での情報共有を

行うとともに、さまざまな立場からの意見を伺うため、「岩手県における地域クラブ活動

の在り方に関する協議会」（以下「協議会」という。）を開催する。 

 

（所掌事務） 

第２ 協議会の所掌事務は、次のとおりとする。 

(１) 公立中学校における新たな地域クラブ活動の在り方への意見聴取に関すること。 

(２) その他新たなスポーツ・文化芸術環境の整備に関し、必要な事項に関すること。 

 

（開催期間） 

第３ 協議会の開催期間は、３年以内とする。 

 

（組織等） 

第４ 協議会は、別表に掲げる者で構成する。 

２ 構成員は、文化スポーツ部スポーツ振興課総括課長（以下「総括課長」という。）が依

頼する。 

 

（座長） 

第５ 協議会に座長を置き、構成員の互選とする。 

２ 座長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 座長に事故があるとき、又は座長が欠けたときは、座長があらかじめ指名する構成員が、

その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６ 協議会は、必要に応じて総括課長が招集する。 

２ 座長は、必要があると認めたときは、構成員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴

くことができる。 

 

（庶務） 

第７ 協議会の庶務は、文化スポーツ部文化振興課、スポーツ振興課、岩手県教育委員会事

務局学校教育室及び保健体育課において処理する。 

 

（補則） 

第８ この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、総括課長が定める。 

  

附 則 

この要綱は、令和６年６月11日から施行する。 

  



 

別表 

 

岩手県における地域クラブ活動の在り方に関する協議会 構成員名簿 

 

団体又は機関名 職 

岩手県中学校長会 岩手県中学校長会が選任した者 

岩手県特別支援学校連絡協議会 岩手県特別支援学校連絡協議会が選任した者 

岩手県市町村教育委員会協議会 岩手県市町村教育委員会協議会が選任した者 

一般社団法人岩手県ＰＴＡ連合会 一般社団法人岩手県ＰＴＡ連合会が選任した者 

岩手県中学校文化連盟 岩手県中学校文化連盟が選任した者 

岩手県中学校体育連盟 岩手県中学校体育連盟が選任した者 

岩手県青少年野球団体協議会 岩手県青少年野球団体協議会が選任した者 

公益財団法人岩手県体育協会 公益財団法人岩手県体育協会が選任した者 

岩手県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 岩手県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会が選
任した者 

岩手県スポーツ少年団 岩手県スポーツ少年団が選任した者 

一般社団法人岩手県芸術文化協会 一般社団法人岩手県芸術文化協会が選任した者 

国立大学法人岩手大学 国立大学法人岩手大学が選任した者 

プロスポーツチーム プロスポーツチームが選任した者 

岩手県文化スポーツ部文化振興課 総括課長 

岩手県文化スポーツ部スポーツ振興課 総括課長 

岩手県教育委員会事務局教職員課 総括課長 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 学校教育企画監 

岩手県教育委員会事務局保健体育課 総括課長 

   



岩手県における学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する方針（概要版） 

 

 

     

参考 対応 
「岩手県における学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する方針」 

Ⅰは公立・私立中学校の生徒を主な対象とし、公立・私立高等学校の生徒も原則適用。Ⅱ～Ⅳは公立中学校の生徒を主な対象とし、高等学校や私立学校は実情に応じて取り組むことが望ましい。 

Ⅰ 学校部活動 
教育課程外の活動である学校部活動について、従来の方針の内容を踏

まえつつ、実施する場合の適正な運営等の在り方 

■ 適切な運営のための体制整備
○
○ 部活動の指導方針について、教職員、部活動指導員、保護者、
外部指導者等が共通理解を図る機会（部活動連絡会等）を設定 

■ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組
○ スポーツ医・科学の見地から、休養を適切に取ることが必要
○ 短時間で効果が得られるよう、効率的・効果的な指導の工夫
○ 対話を重視しコミュニケーションを十分に図った上での指導

■ 適切な休養日等の設定

岩手県の部活動休養日及び活動時間の基準 
【中学校】 
〇 週当たり２日以上（平日１日以上、週末１日以上）の休養日
を設ける。 

〇 １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休
業日は３時間程度とする。 

【高等学校】 
〇 週１日以上の休養日を徹底しながら、年間平均で週当たり２
日以上の休養日の設定に努める。 

〇 １日の活動時間は、学校の特色及び種目等を考慮し、各学校
において適切に設定する。 

○ 部活動を補完する活動（保護者会・スポーツ少年団等）が行わ
れる場合は、部活動と合わせて基準内とする

■ 生徒のニーズを踏まえたスポーツ・文化芸術環境の整備
○ 多様なニーズに応じた活動の環境整備
○ 合同部活動の取組の推進
○ 自主的・自発的な活動（強制的に加入させない）

■ 学校部活動の地域連携
○ 地域のスポーツ・文化芸術団体等との連携した部活動の実施
○ 興味関心に応じた活動選択への配慮

■ 学校部活動中の事故防止等
○ 気象情報等に留意し、熱中症防止等について適切に対応
○ マニュアル作成等による安全管理体制の構築

改定 

学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン 

（令和４年12月 スポーツ庁・文化庁） 

・ 学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行を段階的に推進

・ 令和５～７年度の３年間を改革推進期間と位置付け

・ 地域の実情等に応じて可能な限り早期の実現を目指す

【国の動き】 
 

Ⅱ 新たな地域クラブ活動 
行政・学校・地域等が連携・協働した、生徒の活動の場として整備す

べき地域クラブ活動の在り方 

■ 新たな地域クラブの在り方
○ 学校等の関係者の理解と協力の下、生徒の活動の場として、地
域クラブ活動を行う環境を速やかに整備 

○ 生徒のニーズに応じたプログラムの提供、指導者の確保等に取
り組み、生徒のみならず地域住民を対象とした地域スポーツ・文
化芸術活動全体を振興する契機

○ 例えば総合型地域スポーツクラブの充実により、他の世代にと
っても、気軽にスポーツ・文化芸術活動を行える環境を期待

■ 適切な運営や効率的・効果的な活動の推進
○ 地域クラブ活動の運営団体・実施主体

・ 総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団、体育・スポー
ツ協会、競技団体、クラブチーム、プロスポーツチーム、民間
事業者、文化芸術団体など多様なものを想定

・ 保護者会・同窓会など学校関係組織・団体も想定、市町村も
想定

（協議会等による関係者間の連携体制の構築） 
○ 指導者（質の保障、量の確保等）

・ 相談窓口の設置・活用、広域的な人材バンクの整備、
希望する教員等の円滑な兼職兼業の許可

○ 多様なニーズに応えるためのプログラムの確保
○ 適切な休養日等の設定

地域クラブ活動の休養日及び活動時間の基準

〇 週当たり２日以上（平日１日以上、週末１日以上）の休養
日を設ける。休日のみ実施の場合も原則として１日を休養日
とする。 

〇 １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の
休業日は３時間程度とする。 

・ スポーツ医・科学の見地から、休養を適切に取ることが必要
○ 活動場所

・ 公共のスポーツ・文化施設や地域団体・民間事業者等が有す
る施設、地域の学校に加え、廃校施設も活用を検討
（低廉な利用料を認めるなど負担軽減等を検討）

○ 可能な限り低廉な会費の設定
○ 怪我等を補償する保険や個人賠償責任保険の加入の促進

■ 学校との連携（協議会等の場を活用）

新規 
Ⅲ 学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた 
環境整備 
新たなスポーツ・文化芸術環境の整備に当たり、多くの関係者が連携・

協働して段階的・計画的に取り組むための進め方 

○ まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進

○ 平日の環境整備はできるところから

○ 市町村が運営団体となる体制や、地域の多様な運営団体が取り組

む体制など、段階的な体制の整備

※ 直ちに体制整備が困難な場合、地域連携として拠点校方式によ

る合同部活動も導入しながら部活動指導員や外部指導者を適切

に配置

○ 県・市町村において関係者からなる協議会等を設置し、検討体制

を整備

○ 国の改革推進期間（令和５～７年度）を踏まえ、地域の実情に応

じて可能な限り早期の実現を目指す

○ 市町村は、方針・取組内容・スケジュール等を周知

新規 

Ⅳ 大会等の在り方の見直し 
学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニーズ等

に応じた大会等の運営の在り方 

新規 

○ 生徒の大会・コンクールの参加・応募等の機会を確保

（地域クラブ活動の会員等が参加・応募可となるよう見直し）

○ 大会参加引率や運営に係る体制の整備

○

○ 交流等のイベントや高い水準の大会などの多様な大会等の開催、

多様なニーズに対応した機会の設定 

いわての中学生のスポーツ・文化活動のこれから（提言） 
（令和３年３月 岩手県「中学生スポーツ・文化活動に係る研究」有識者会議） 

・ 中学生のスポーツ・文化活動を支える各主体（市町村・市町村教育委員会、
学校、関係団体、指導者）に求められる役割・取組について提言

・ 「岩手県における部活動の在り方に関する方針（改定版）」の内容検討及び
再改定が求められた

【県の動き】 
 

令和６年１月  岩手県 岩手県教育委員会 

全面的に改定し、新たに方針を策定 

岩手県における部活動の在り方に関する方針（改定版） 
（令和元年８月 岩手県教育委員会） 
【目的・意義】 
部活動は学校教育の一環として教育課程との関連を図り、生

徒の自主的・自発的参加により行われるもの。過度の練習が生徒
の心身に負担を与えることを理解すること。 

《これまでの方針》 

資料１



 

 

 

市町村における新たな地域クラブ活動の在り方に関する調査（スポーツ） 

 
（R6.6現在 スポーツ振興課調べ） 

 

1.基本情報 
 

1-1.本県に設置する中学校の数 144校 

 

1-2.本県に設置する中学校に所属する生徒の数 27,763名 

 

1-3.本県に設置する中学校における運動部活動の数 1,193部 

 

2.モデル事業の状況について 
 

2-1.令和３年度事業（地域運動部活動推進事業） 

  ２町（葛巻町、岩手町） 

 

2-2.令和４年度事業（地域運動部活動推進事業） 

  ３市町（大船渡市、葛巻町、岩手町） 

 

2-4.令和５年度事業（地域スポーツクラブ活動体制整備事業） 

  ５市町村（盛岡市、宮古市、大船渡市、西和賀町、九戸村） 

 

2-5.令和６年度事業（地域スポーツクラブ活動体制整備事業） 

  ６市町（盛岡市、宮古市、大船渡市、矢巾町、西和賀町、一戸町） 

 

3.部活動の地域連携・地域移行に係る進捗状況について 
 

3-1.部活動の地域連携・地域移行に係る協議会は設置しましたか。 

項 目 市町村数 

①設置済 14 

②R6年度中に設置を予定している 8 

③検討中 7 

④設置したことはあるが解散した 0 

⑤予定なし 4 
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3-2.部活動の地域連携・地域移行に係る推進計画等の方針は策定しましたか。 

項 目 市町村数 

①策定済 7 

②R6年度中に策定を予定している 8 

③検討中 14 

④予定なし 4 

 

3-3.部活動の地域連携の進捗・検討状況として当てはまるものをすべて選択してください。 

項 目 市町村数 

①部活動指導員を確保している 18 

②部活動指導員以外の外部指導者を確保している 17 

③合同部活動を実施している 11 

④検討・協議中 8 

⑤行っていない 0 

 

3-4.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る生徒のニーズの把握を行いましたか。 

項 目 市町村数 

①実施した 13 

②取組中（調査中・一部試行中等） 2 

③検討・協議中 14 

④予定なし 4 

 

3-5.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る教師のニーズの把握を行いましたか。 

項 目 市町村数 

①実施した 12 

②取組中（調査中・一部試行中等） 1 

③検討・協議中 14 

④予定なし 6 

 

3-6.休日の部活動の地域移行の実施状況として当てはまるものをすべて選択してください。 

項 目 市町村数 

①完全に移行済 1 

②一部学校において移行中 8 

③限られた期間・回数で移行中 5 

④R6年度中の取組を検討・協議中 4 

⑤R7年度以降の取組を検討・協議中 11 

⑥R8年度以降の取組を検討・協議中 4 

⑦予定なし 2 

 



 

3-7.休日の部活動の地域移行について、目標年次を設定していますか。 

項 目 市町村数 

①地域の実情に応じて推進するため目標年次等を設定してない 23 

②R6年度末まで 0 

③R7年度末まで 7 

④R8年度末まで 1 

⑤R9年度末まで 1 

⑥R10年度末まで 0 

⑦R11年度末まで 0 

⑧R12年度末まで 0 

⑨R13年度以降 0 

⑩予定なし 1 

 

3-8.平日の部活動の地域移行の実施状況として当てはまるものをすべて選択してください。 

項 目 市町村数 

①完全に移行済 0 

②一部学校において移行中 5 

③限られた期間・回数で移行中 4 

④R6年度中の取組を検討・協議中 2 

⑤R7年度以降の取組を検討・協議中 7 

⑥R8年度以降の取組を検討・協議中 7 

⑦予定なし 8 

 

3-9.平日の部活動の地域移行について、目標年次を設定していますか。 

項 目 市町村数 

①地域の実情に応じて推進するため目標年次等を設定してない 29 

②R6年度末まで 0 

③R7年度末まで 0 

④R8年度末まで 0 

⑤R9年度末まで 1 

⑥R10年度末まで 0 

⑦R11年度末まで 0 

⑧R12年度末まで 0 

⑨R13年度以降 0 

⑩予定なし 3 

 

3-10.首長部局との部活動の地域連携・地域移行に係る連携状況として当てはまるものを選

択してください。 

項 目 市町村数 

①既に首長部局が中心に行っている 1 

②首長部局と連携して行っている 4 

③首長部局への情報共有は行っている 17 

④特に連携はしていない 11 

⑤その他 0 

 



 

3-11.部活動の地域移行に係る学校との連携状況として当てはまるものを選択してくださ

い。 

項 目 市町村数 

①学校が主体となって進めている 2 

②自治体が主体となって進めているが、方針に

ついては学校側と共通理解が図られている 

14 

③協議中であり、前向きな議論ができている 9 

④協議中であり、議論が難航している 5 

⑤特に話をしていない 3 

 

3-12.体育・スポーツ協会、競技団体等との部活動の地域連携・地域移行に係る連携状況と

して当てはまるものを選択してください。 

項 目 市町村数 

①連携している 6 

②協議・調整中 24 

③連携を打診したが断られた 0 

④予定なし 2 

⑤その他 1 

 

3-13.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る生徒・保護者等に向けた説明会等を

実施しましたか。 

項 目 市町村数 

①生徒向けの説明会を実施した 0 

②保護者向けの説明会を実施した 6 

③生徒向け・保護者向けの説明会をともに実施した 2 

④検討・協議中 16 

⑤予定なし 9 

 

3-14.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る地域住民への説明会等を実施しまし

たか。 

項 目 市町村数 

①実施した 0 

②取組中 1 

③検討・調整中 15 

④予定なし 17 

 

3-15.部活動の地域移行の運営団体を決定しましたか。 

項 目 市町村数 

①決定した 4 

②調整・協議中 9 

③めどは立てているが具体的な協議には至っていない 7 

④めども立っていない 9 

⑤予定なし 4 

 

 



 

3-16.部活動の地域移行の実施主体を決定しましたか。 

項 目 市町村数 

①決定した 4 

②調整・協議中 11 

③めどは立てているが具体的な協議には至っていない 5 

④めども立っていない 10 

⑤予定なし 3 

 

3-17.部活動の地域連携・地域移行に関与しうる地域人材の把握を行いましたか。 

項 目 市町村数 

①実施した 7 

②取組中 8 

③把握方法について検討中 15 

④予定なし 3 

 

3-18.指導者確保のための人材バンクやマッチングの仕組みづくりを行いましたか。 

項 目 市町村数 

①構築した 2 

②取組中 5 

③検討・協議中 15 

④予定なし 11 

 

4.地域クラブ活動への移行に係る課題について 
 

4-1.地域クラブ活動の課題として認識する事項を、重要度が高い順に 4つ選択してください。 

項 目 市町村数 

①持続可能な収支構造の構築 16 

②保護者・生徒の普及啓発・理解（参加費用負担への理解含む） 9 

③学校関係者の普及啓発・理解 2 

④地域関係者の理解 6 

⑤自治体・学校と運営団体・実施主体の連携体制の構築 16 

⑥指導者の量の確保 24 

⑦指導者の質の確保 10 

⑧活動場所の確保 4 

⑨移動手段の確保 13 

⑩平日・休日の一貫指導 5 

⑪大会参加・引率規定 3 

⑫大会運営体制 0 

⑬参加費用（負担軽減）に係る制度設計 5 

⑭学校と地域クラブ活動の運営団体・実施主体との役割分担や責任の所在 16 
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東北各県におけるスポーツ庁及び文化庁主催モデル事業実施市町村数等一覧 

 

県 種類 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

青森県 
（40市町村） 

スポーツ １県立中 １県立中 ２市町 ２市町 

文化芸術    １市 

岩手県 
（33市町村） 

スポーツ ２町 ３市町 ５市町村 ６市町 

文化芸術    １町 

宮城県 
（35市町村） 

スポーツ １市、１県立中 ２市、１県立中 ２市 ６市町 

文化芸術   １市 １市 

秋田県 
（25市町村） 

スポーツ ２市町 ２市町 ３市町 ６市町 

文化芸術 １市 ２市 ２市 ２市 

山形県 
（35市町村） 

スポーツ ３市村 ５市町村 23市町村 24市町村 

文化芸術 １市  ３市町 ５市町 

福島県 
（59市町村） 

スポーツ １市 １市 ４市町 ６市町 

文化芸術 １町 ２市町 ２市町 ２市町 
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市町村における新たな地域クラブ活動の在り方に関する調査（文化） 

 
（R6.6現在 文化振興課調べ） 

 

1.基本情報 
 

1-1.管内の範囲内に設置する中学校の数 144校 

 

1-2.管内に設置する中学校に所属する生徒の数 27,763名 

 

1-3.管内に設置する中学校における文化部活動の数 235部 

 

1-4.1-3のうち、休日に恒常的に活動している文化部活動の数 120部 

 

2.モデル事業の状況について 
 

2-1.令和３年度事業（地域運動部活動推進事業、地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業） 

なし 

2-2.令和４年度事業（地域運動部活動推進事業、地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業） 

なし 

2-3.令和４年度補正事業（地域文化クラブ活動体制整備事業） 

なし 

2-4.令和５年度事業（文化部活動改革（部活動の地域移行に向けた実証事業及び地域文化クラブ推進事業）） 

なし 

2-5.令和６年度事業（文化部活動改革（部活動の地域移行に向けた実証事業及び地域文化クラブ推進事業）） 

１町（一戸町） 

 

3.部活動の地域連携・地域移行に係る進捗状況について 

3-1.部活動の地域連携・地域移行に係る協議会は設置しましたか。 

項 目 市町村数 

①設置済 14 

②R6年度中に設置を予定している 5 

③検討中 5 

④設置したことはあるが解散した 1 

⑤予定なし 8 
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3-2.部活動の地域連携・地域移行に係る推進計画等の方針は策定しましたか。 

項 目 市町村数 

①策定済 5 

②R6年度中に策定を予定している 8 

③検討中 16 

④予定なし 4 

 

3-3.部活動の地域連携の進捗・検討状況として当てはまるものをすべて選択してください。 

項 目 市町村数 

①部活指導員を確保している 13 

②部活動指導員以外の外部指導者を確保している 7 

③合同部活動を実施している 3 

④検討・協議中 12 

⑤行っていない 5 

3-4.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る生徒のニーズの把握を行いましたか。 

項 目 市町村数 

①実施した 9 

②取組中（調査中・一部試行中等） 2 

③検討・協議中 10 

④予定なし 12 

3-5.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る教師のニーズの把握を行いましたか。 

項 目 市町村数 

①実施した 9 

②取組中（調査中・一部試行中等） 3 

③検討・協議中 10 

④予定なし 11 

3-6.休日の部活動の地域移行の実施状況として当てはまるものをすべて選択してください。 

項 目 市町村数 

①完全に移行済 1 

②一部学校において移行中 3 

③限られた期間・回数で移行中 1 

④R6年度中の取組を検討・協議中 5 

⑤R7年度以降の取組を検討・協議中 10 

⑥R8年度以降の取組を検討・協議中 5 

⑦予定なし 8 

 

 



 

3-7.休日の部活動の地域移行について、目標年次を設定していますか。 

項 目 市町村数 

①地域の実情に応じて推進するため目標年次等を設定していない 23 

②R6年度末まで 0 

③R7年度末まで 6 

④R8年度末まで 1 

⑤R9年度末まで 1 

⑥R10年度末まで 0 

⑦R11年度末まで 0 

⑧R12年度末まで 0 

⑨R13年度以降 0 

⑩予定なし 2 

3-8.平日の部活動の地域移行の実施状況として当てはまるものをすべて選択してください。 

項 目 市町村数 

①完全に移行済 0 

②一部学校において移行中 2 

③限られた期間・回数で移行中 1 

④R6年度中の取組を検討・協議中 5 

⑤R7年度以降の取組を検討・協議中 7 

⑥R8年度以降の取組を検討・協議中 6 

⑦予定なし 13 

3-9.平日の部活動の地域移行について、目標年次を設定していますか。 

項 目 市町村数 

①地域の実情に応じて推進するため目標年次等を設定していない 29 

②R6年度末まで 0 

③R7年度末まで 0 

④R8年度末まで 0 

⑤R9年度末まで 1 

⑥R10年度末まで 0 

⑦R11年度末まで 0 

⑧R12年度末まで 0 

⑨R13年度以降 0 

⑩予定なし 3 

 

 

 

 



 

3-10.首長部局との部活動の地域連携・地域移行に係る連携状況として当てはまるものを選

択してください。 

項 目 市町村数 

①既に首長部局が中心に行っている 0 

②首長部局と連携して行っている 3 

③首長部局への情報共有は行っている 16 

④特に連携はしていない 14 

⑤その他 0 

3-11.部活動の地域移行に係る学校との連携状況として当てはまるものを選択してくださ

い。 

項 目 市町村数 

①学校が主体となって進めている 3 

②自治体が主体となって進めているが、方針

については学校側と共通理解が図れている 

9 

③協議中であり、前向きな議論ができている 6 

④協議中であり、議論が難航している 5 

⑤特に話をしていない 10 

3-12.文化芸術団体等との部活動の地域連携・地域移行に係る連携状況として当てはまるも

のを選択してください。 

項 目 市町村数 

①連携している 4 

②協議・調整中 16 

③連携を打診したが断られた 1 

④予定なし 10 

⑤その他 2 

3-13.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る生徒・保護者等に向けた説明会等を

実施しましたか。 

項 目 市町村数 

①生徒向けの説明会を実施した 0 

②保護者向けの説明会を実施した 2 

③生徒向け・保護者向けの説明会をともに実施した 3 

④検討・協議中 13 

⑤予定なし 15 

 

 

 

 



 

3-14.これまでに、部活動の地域連携・地域移行に係る地域住民への説明会等を実施しまし

たか。 

項 目 市町村数 

①実施した 1 

②取組中 1 

③検討・調整中 13 

④予定なし 18 

3-15.部活動の地域移行の運営団体を決定しましたか。 

項 目 市町村数 

①決定した 2 

②調整・協議中 7 

③めどは立てているが具体的な協議には至っていない 6 

④めども立っていない 9 

⑤予定なし 9 

3-16.部活動の地域移行の実施主体を決定しましたか。 

項 目 市町村数 

①決定した 2 

②調整・協議中 7 

③めどは立てているが具体的な協議には至っていない 5 

④めども立っていない 10 

⑤予定なし 9 

3-17.部活動の地域連携・地域移行に関与しうる地域人材の把握を行いましたか。 

項 目 市町村数 

①実施した 4 

②取組中 6 

③把握方法について検討中 14 

④予定なし 9 

3-18.指導者確保のための人材バンクやマッチングの仕組みづくりを行いましたか。 

項 目 市町村数 

①構築した 2 

②取組中 5 

③検討・協議中 12 

④予定なし 14 

 

 

 

 

 



 

4.地域クラブ活動への移行に係る課題について 

4-1.地域クラブ活動の課題として認識する事項を、重要度が高い順に4つ選択してください。 

項 目 市町村数 

①持続可能な収支構造の構築 17 

②保護者・生徒の普及啓発・理解（参加費用負担への理解含む） 15 

③学校関係者の普及啓発・理解 5 

④地域関係者の理解 7 

⑤自治体・学校と運営団体・実施主体の連携体制の構築 15 

⑥指導者の量の確保 21 

⑦指導者の質の確保 3 

⑧活動場所の確保 8 

⑨移動手段の確保 13 

⑩平日・休日の一貫指導 6 

⑪大会参加・引率規定 4 

⑫大会運営体制  

⑬参加費用（負担軽減）に係る制度設計 3 

⑭学校と地域クラブ活動の運営団体・実施主体との役割分担や責任の所在 15 
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岩⼿県における地域クラブ活動の在り⽅に関する協議会（第1回）

岩⼿県教育委員会事務局 保健体育課

部活動改⾰ポータルサイト
〜学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移⾏に向けて〜

本県における中学校の現状について

岩⼿における学校部活動の地域クラブ活動への移⾏イメージ案

地域の⼦供たちは、
学校を含めた地域で育てる

学校 地域

協働
Collaboration

資料4



岩⼿における学校部活動の地域クラブ活動への移⾏イメージ案

学校 地域

進む少⼦化

保健体育⾏政関係調査から

実証事業から

今後求められること

本⽇の流れ



進む少⼦化

保健体育⾏政関係調査から

実証事業から

今後求められること

本⽇の流れ

進む少⼦化



77

進む少⼦化

−1,125,000⼈

65.4%

2024年 3,250,000⼈

児童数（⼈）
６年⽣ 9,114 ３年⽣ 8,663
５年⽣ 9,017 ２年⽣ 8,535
４年⽣ 8,965 １年⽣ 8,157

岩⼿県教育委員会「令和5年度 学校⼀覧」

進む少⼦化

27,096⼈ 25,355⼈

28,650⼈

33,023⼈

86.75%

82.05% 76.77%
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学校部活動及び地域クラブ活動の加⼊率の変化

0%

50%

100%

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R03 R04 R05

加
⼊
率

年度

岩⼿県における学校部活動及び地域クラブ活動の加⼊率
男⼦学校部活動 ⼥⼦学校部活動 男⼦地域のスポーツクラブ
⼥⼦地域のスポーツクラブ 男⼦所属していない ⼥⼦所属していない

⼥⼦
89.5％

男⼦
87.2％男⼦

97.4％

⼥⼦
98.7％

−10.2

−9.2
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学校部活動及び地域クラブ活動の加⼊率の変化

0%

50%

100%

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R03 R04 R05

加
⼊
率

年度

岩⼿県における学校部活動及び地域クラブ活動の加⼊率
男⼦学校部活動 ⼥⼦学校部活動 男⼦地域のスポーツクラブ
⼥⼦地域のスポーツクラブ 男⼦所属していない ⼥⼦所属していない

⼥⼦
19.1％

男⼦
19.1％

男⼦
15.4％

⼥⼦
10.8％ ＋3.7

＋8.3



1111

中学校教員の勤務時間

1212

教師が部活動に感じる問題・課題

学校運動部活動指導者の実態に関する調査 令和３年７⽉ 公益財団法⼈⽇本スポーツ協会 指導者育成委員会



1313

教師が部活動に感じる問題・課題

学校運動部活動指導者の実態に関する調査 令和３年７⽉ 公益財団法⼈⽇本スポーツ協会 指導者育成委員会

進む少⼦化

保健体育⾏政関係調査から

実証事業から

今後求められること

本⽇の流れ



保健体育⾏政関係調査から

岩⼿県教委保健体育課「令和３〜５年度保健体育⾏政関係調査」

学校部活動における加⼊の在り⽅

令和３年度 令和４年度 令和５年度

いずれの部にも所属しな
いことを認めている

53.7％
（80校／149校）

54.4％
（80校／147校）

70.1％
（101校／144校）

「郊外活動部」等を設置
し、学校外の活動を認め
ている

23.1％
（34校／147校）

18.1％
（26校／144校）

いずれかの部に所属はさ
せるが、学校外の活動を
優先させている

46.3％
（69校／149校）

24.4％
（36校／147校）

11.8％
（17校／144校）

いずれかの部に所属させ、
学校外の活動に特に配慮
はしていない

0％
（0校／149校）

0％
（0校／147校）

０％
（０校／144校）



活動場所の確保

活動内容の決定

学校部活動の地域クラブ活動への移⾏に係る県内の状況

質問内容 学校数（校）

⾃治体において、学
校部活動の地域連携
や地域クラブ活動へ
の移⾏を進める環境
が整備されている

37校

37校のうち、すでに休⽇の学校部
活動の地域クラブ活動への移⾏が実
施されている

15（10.4％）

37校のうち、すでに平⽇も学校部
活動の地域クラブ活動への移⾏が実
施されている

6（4.2％）

●⾃治体における環境整備の現状について （令和５年度保健体育⾏政関係調査）

質問内容 学校数（校）

⾃治体において、学
校部活動の地域連携
や地域クラブ活動へ
の移⾏を進める環境
が整備されていない

91校

91校のうち、環境整備が⾏われれ
ば、移⾏を実施する意向がある 59（64.8％）

91校のうち、環境整備が⾏われれ
ば、移⾏を実施する意向はない

１（1.1％）
※学校統合のため

未定 31（34.1％）

進む少⼦化

保健体育⾏政関係調査から

実証事業から

今後求められること

本⽇の流れ



実証事業から

実証事業から（岩⼿町・葛巻町）

「費⽤負担のうち⾼額となっているもの」

◆休⽇の部活動の段階的な地域移⾏に向けた
保護者負担等に関するアンケート調査（保護者） 岩⼿県教育委員会

葛巻町 岩⼿町

保護者の年間負担経費 15,000円〜20,000円

岩⼿県教育委員会「休⽇の部活動の段階的な地域移⾏に向けた保護者負担等に関するアンケート調査（保護者）」



【⽣徒】
・⼈数が多くなることで、多様な練習・専⾨的な指導が受けられ、スキルアップ
につながった。他校⽣とコミュニケーションが図れた。
・違う学校の中学⽣と練習をするのは楽しいので、今後も続けてほしい。
・違う競技・活動もしてみたい。
・地域活動と⾃校の⽬標が合致していないため、やりづらい部分がある。

25%

37%

38%

0% 1 おおいに充実している

2 充実している

3 どちらともいえない

4 充実していない

活動内容は充実していますか

54%31%

2%
13%

1 ⼤会等で良い成績（専⾨的指導による技術・体⼒向上等）

2 仲間と楽しく（レク的活動）

3 いろんな競技等を体験

4 活動⾃体なくても良い

休⽇の地域部活動はどんな活
動の場であって欲しいですか

事後アンケートから

岩⼿県教育委員会「休⽇の部活動の段階的な地域移⾏に向けた保護者負担等に関するアンケート調査（⽣徒）」

実証事業から（岩⼿町・葛巻町）

事後アンケートから
【保護者】
・教員の負担軽減・参加者(保護者)の費⽤負担も理解はする。ただし、保護
者も余裕があるわけではない。

・練習場所までや試合会場までの送迎の負担が⼤きいので、対応を検討して
もらいたい。

・町⼀丸となって上を⽬指す取り組みをしてほしい。
・町内の枠組だけで考えると活動体制が窮屈になるので、広域で連携するこ
とを探っても良いのでは。

運営団体がバス等の移動⼿段
を準備するとした場合、どう
しますか

68%

32%
1 有料でも活⽤したい

2 有料なら活⽤しない

参加者が参加費等の経費を負
担することをどう思います
か。

78%

7%
10%5%

1 費⽤の発⽣、参加者負担は理解できる

2 負担は理解するが、新たに費⽤発⽣は困る

3 費⽤発⽣は理解するが、負担は理解できない

4 費⽤の発⽣、負担ともに理解できない

岩⼿県教育委員会「休⽇の部活動の段階的な地域移⾏に向けた保護者負担等に関するアンケート調査（保護者）」

実証事業から（岩⼿町・葛巻町）



【⽣徒】

・少⼈数で部活動をしているけど、久しぶりに⼤⼈数でできてよかったです。

・いろいろな学校の⼈たちとバスケができて楽しかった。

・楽しく活動できたから、今後もこのような活動に積極的に参加したい。

・陸上だけでなく、他のスポーツもやった⽅がいいと思った。

・楽しく安全にできたので良かった

・しっかり教えてもらい、わかりやすかったです。

・普段やらない練習ができたので楽しかったです。

・他の学校の⼈とかかわることができて良かったです。

事後アンケートから

実証事業から（宮古市）

宮古市教育委員会「令和5年度地域スポーツ活動体制整備事業 アンケート調査（⽣徒）」

休⽇の部
活動が地域
クラブ活動
に移⾏した
場合、参加
しますか

事後アンケートから

どちらでもない

10%

どちらかというと参加したくない

0%

参加したくない

3%

参加したい
60％どちらかと

いうと参加
したい
27％

実証事業から（宮古市）

宮古市教育委員会「令和5年度地域スポーツ活動体制整備事業 アンケート調査（⽣徒）」



地域クラ
ブ活動に
なったと
き、どのよ
うな⽣徒と
活動したい
ですか

事後アンケートから
その他

5%

平⽇の部活と
違う⽣徒

（平⽇と休⽇
で違う活動）
８％

平⽇の部活と
違う⽣徒

（他校の⽣徒
を含む活動）
24％

平⽇の部活
と同じ⽣徒
63％

実証事業から（宮古市）

宮古市教育委員会「令和5年度地域スポーツ活動体制整備事業 アンケート調査（⽣徒）」

進む少⼦化

保健体育⾏政関係調査から

実証事業から

今後求められること

本⽇の流れ



今後求められること

学校と地域が協働・融合した形での
スポーツ・⽂化芸術環境の整備

学校の指導体制等に応じて、性別や障害の有無を問わず、技能等
の向上や大会等で好成績を収めること以外にも、気軽に友達と楽し
める、適度な頻度で行える等多様なニーズに応じた活動を行うことが
できる環境を整備する。

校長は

運動、歌や楽器、絵を描くことなどが苦手な生徒や障害のある生徒
が参加しやすいよう、スポーツ・文化芸術等に親しむことを重視し、一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にする。

競技・⼤会志向ではなく、
レクリエーション志向

体験教室などの活動

障害の有無、年齢等に関わらず
⼀緒にできるアート活動

⽣涯を通じて⽂化芸術を愛
好する環境を促進する活動

学校の指導体制等に応じて、性別や障害の有無を問わず、技
能等の向上や⼤会等で好成績を収めること以外にも、気軽に友
達と楽しめる、適度な頻度で⾏える等多様なニーズに応じた活
動を⾏うことができる環境を整備する。

校⻑は
運動、歌や楽器、絵を描くことなどが苦⼿な⽣徒や障害のあ

る⽣徒が参加しやすいよう、スポーツ・⽂化芸術等に親しむこ
とを重視し、⼀⼈⼀⼈の違いに応じた課題や挑戦を⼤切にす
る。

複数のスポーツ 季節ごとに異なるスポーツ

体⼒つくりを⽬的とした活動 楽しく体を動かす習慣の形成に
向けた動機付けとなる活動

レクリエーション的な活動



 

本県における今後の取組について 

 

１ スポーツ庁委託事業「地域スポーツ活動体制整備事業」 

・ 令和６年度は、６市町 新規：矢巾町、一戸町 

継続：盛岡市、宮古市、大船渡市、西和賀町 

 

２ 文化庁委託事業「地域文化芸術活動体制整備事業」 

 ・ 令和６年度は、１町  新規：一戸町 

実施主体 中学校 活動内容 経費関係 備考（背景等） 

一戸町教育委員会 

保存会（２団体） 

一戸中 伝統（民

俗）芸能 

参加費：無料 

指導料：1,600円/1h 

その他、保険料等 

小学校の統廃合を見据え、卒業生

が進学する一戸中生徒に対し、保

存会が主体となって地域クラブ活

動を行うもの（地域移行のほか、

民俗芸能の伝承もテーマ）。 

 

３ 岩手県中学生スポーツ・文化活動推進ワークショップの開催 

・ 先進事例の紹介や講演、ワークショップを実施し、学校部活動及び新たな地域クラブ活動の具体

的な実践等をもとに意見交流し、岩手県の中学生にとって望ましい環境について考え、岩手県の協

議会に対して意見表明する。 

年１回 11月30日（土）開催予定 

 

４ 市町村、中学校、地域団体等への情報提供及び周知等について 

・ 令和５年３月発出、令和６年３月改定した「手引き」の時点修正（継続） 

・ 部活動連絡会等支援事業（保健体育課） 

市町村教委や中学校等から依頼を受けて担当職員を派遣し、説明等を実施（継続） 

 ・ 市町村生涯スポーツ等担当者会議の開催（5/22実施） 

   市町村生涯スポーツ等担当者へ、県の生涯スポーツ事業等について説明を実施 

 

５ 相談会の開催（新規） 

・広域振興局毎に地域移行へ向けた助言や先進事例の紹介等を行う相談会の開催 

県北、沿岸、県南、盛岡の４地区で開催予定 

 

６ 協議会の開催（新規） 

・ 休日の部活動の地域移行が円滑に進むよう、地域スポーツ・文化芸術団体や学校等の関係者から

なる協議会を開催し、定期的な情報共有や意見交換を行う。 

   第１回 令和６年７月23日（火）開催 ※年２回開催予定 

  

７ 事例発表会の開催（新規） 

 ・市町村等において、部活動の地域移行等に向けて取り組んでいる方々や、これから取り組もうとし

ている方々の参考となるよう、他県の先進事例を紹介する事例発表会の開催 

  年１回 11月頃開催予定 
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